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★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 社会司牧担当では、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動する団体

の情報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

★カトリック中央協議会

「大陸ステージのための作業文書」についてのレポート | カトリック中央協議会

(catholic.jp) 日本カトリック司教協議会 シノドス事務局

*「大陸ステージのための作業文書はこちら

⇒ 202211シノドス大陸別 DeepL 日本語暫定第 2.1 版 (catholic.jp)

このレポートは、シノドスを通して、これからの教会が、「社会の中で生きるいのちの通った教

会へと変化」することを示唆しています。

【２月 平和の使徒 強化月間：講演会情報】

詳細はこちらの各チラシをご覧ください。⇒

QRコードを読み込むとチラシが読めます

●2･11建国記念の日を問う集会 *エキュメニカル

①【広島】2/11（土）14:00 広島カトリック会館多目的ホール

「君が代」不起立という抵抗の意味～学校と国家と信仰～ 講師：奥野泰孝さん

②【岡山・鳥取】2/11（土）14:00 岡山教会カトリックセンター1階ホール

「世界の現状における非暴力の可能性」 講師：ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 守田敏也氏

★平和アピール1981記念行事 -聖ヨハネ・パウロ二世来広記念ー

③【広島】 2/19（日）世界平和記念聖堂

9:30ミサ 11:00『あたらしい憲法のはなし』 講師：原田豊己神父

2/25 10:00 祈りの集い（平和記念公園慰霊碑前） 11:00 来広記念ミサ

*改憲がささやかれる中、キリスト者の視点で日本国憲法を読み直してみましょう。

資料の『あたらしい憲法のはなし』は、当時中学生の副読本として発行されたものです。

④【山口・島根】

2/18（土）10:00 宇部教会 （注：小教区取りまとめの申込が必要）

「難民･移住者と“とも”に平和な未来を創る～回勅『兄弟のみなさん』の呼びかけに答えて～」

【岡山鳥取地区】

2/5（日）14:00 「ウクライナ戦争報告会･･･クラクフより」

ZOOMでポーランド・クラクフとつなぎ、日本語学校校長 兵頭博氏による現地報告。

チラシ未着につき、届き次第社会司牧ＨＰにUPします。

情報希望される方は社会司牧までメール（ info@social-desk.net ) してください。

★下関労働教育センター 子どもとみんな食堂「ロクスひよりやま」

⑤ 2/25（土）11:00 「出向く教会 歓迎する教会」 講師：漆原比呂志さん

https://www.cbcj.catholic.jp/2023/01/13/26250/
https://www.cbcj.catholic.jp/2023/01/13/26250/
https://www.cbcj.catholic.jp/wp-content/uploads/2022/11/Document-for-the-Continental-Stage-of-the-Synod2022_rev2.pdf
mailto:info@social-desk.net


チャレンジコラム vol.５ 『考えようＬＳＧｓ』—エコロジー教育

援助修道会 橋本晶子

2023年の始まり、皆様はいかがお過ごしでしょうか？何か新しく決意されたことがありましたか？

今年も引き続き、回勅『ラウダ—ト・シ』が示す目標に向かうための、7年間のプロジェクト「ラウダ

—ト・シ・アクション・プラットフォーム」の具体的なテーマを意識していきます。今回は5つ目の「エ

コロジー教育です。

さて、回勅『ラウダ—ト・シ』の最終章には、「環境教育と霊性」というテーマがあげられています。

私たちはエコロジーな回心へと開かれていきたいのですが、なかなか日々の習慣や、態度を改めることは

容易ではありません。そこで回勅には、「すべての変化には動機と教育的歩みが必要です」（15）と教育

についての重要性が強調されています。そしてその教育は「学校、家庭、コミュニケーション手段、要理

教育」といったすべての教育環境を巻き込まなくてはなりません」（213）とあらゆる方法を、模索する

必要性が示唆されています。これは単に、青少年の学びのことだけを言っているのではありません。教皇

フランシスコは、「信仰からくる観想的な眼差しを持つ」ことが、日常生活の態度に影響を与えると述べ

ています。一体その眼差しとはどのようなものなのでしょうか。

観想的な眼差しを持つことの具体的な例として、教皇は、シメオンの「霊に導かれて神殿に行く」、

「幼子の中に救いを見出す」、「幼子を腕に抱く」という3つの動きに注目し、説明しています。そして

毎日神殿に行き、待ち、祈っていたシメオン、アンナの忠実さを称えるのです。聖霊に動かされたシメオ

ンは、小さく貧しい幼子のうちに救い主を見出しました。さらに幼子を抱くー優しく大切に受け入れてい

く態度が示されます。教皇は教育をとおして「受容」を学ぶと語られるのです。

私たちは知識、霊性どちらも学び深めることにより、動機として水の節約や、ごみの分別等、日常的な

態度の変化に繋がっていくのではないでしょうか。聖霊の働きを感じながら、内的に促されることに注意

深くなっていきたいですね。祈り合いながら、私たちの「共通の家」のために、優しさが溢れていく

2023年でありますように。

世界の気候変動カルタの貸し出しも

行っています。大人もお子さんも一緒に

楽しみながら学べるカルタです！

Sr橋本「チャレンジLSGｓ」の分かち合いを始めています。2023年５月までの日曜日に、小さなグル

ープでの分かち合いやワークショップ等、様々な要望に応じています。（無料）

◎申込みは、下記まで↓↓↓

★子どもと女性の人権擁護デスクより

教会内でのハラスメント相談受付中
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